



























文部科学省は，小中高等学校を通じた英語教育改革を進めるため，2013 年 12 月に
「英語教育改革実施計画」を発表した。2020 年度から，小学校中学年で外国語活動，
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2.2 2016 年度までの取組と経過  
2.2.1 2015 年度  
外国語活動・英語活動の基本的な内容の共通理解，教室英語の充実を目指して校内

























2.2.2 2016 年度当初  
2016 年 4 月の教職員人事異動に伴って学級担任の半数が入れ替わり，外国語活動の
指導経験が 1 年に満たない教員が半数を占めることになった。教員の意識を調査する





























京都市内の公立小学校(A 校)である(2016 年度末，児童 270 名，教職員 39 名)。A 校は，














2015 年度からの 2 年間，1 年生から 4 年生までは年間 10 時間程度の英語活動，5・
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3.3.2 校内研修  















くい A 校の現状を改善することが指導力向上につながると考え，ALT や外部講師の支
援を得ながら，英語の音声に関する基本的な内容を扱ったワ－クショップを授業研究




表 1 研修内容の概要  
回  月  担当者  ワークショップの主な内容(①表現面に重点・②音声面に重点)
1 5 5 年  ①褒め言葉・聞く活動の進め方  
2 5 4 年  
①児童の発話を引き出す表現(絵本の読み聞かせ) 
②日本語と英語の違い  









3.1 参加者  
 A 校で外国語活動・英語活動を指導する学級担任 13 名(男性 6 名，女性 7 名)が本研
修に参加した。外国語活動・英語活動の指導経験年数は，最も長い教員で 7 年，2016
年度から初めて指導する教員は，5 名であった。(平均 2.07 年) 
 
3.2 アンケート  
3.2.1 指導者アンケート  
 参加教員の教室での英語使用に関する変化を測定するために，「外国語活動における





い」)の 2 群に分けて行った。  
 
3.2.2 児童アンケート  
児童の意識の変化を測定するために，児童アンケートを年間 3 回(5 月・10 月・1 月)
実施した。第 1 回(5 月)のアンケートは，入学して間もない 1 年生を除き，2～6 年生に




1 回から第 3 回までの 2 年生以上の児童の回答を対象とした。  
 
3.3 研修の内容  






の表現面と音声面に重点を置いた全教員で行う校内研修の 2 種類の研修を実施した。  
 
3.3.1 授業の振り返りを中心とした研修  
学級担任が行う授業の様子を研究主任が観察し，授業内容や使用した英語表現につ
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13 児童の発話に対してさらに発問する  5 6 8 
14 児童の発話が分かりにくい時，確認する  10 11 12 
15 児童がつまった時にヒントを出し，発話を促す  11 12 13 
16 児童がつまった時，代弁する  10 12 12 
17 児童が言った表現をもう一度言う  12 12 13 
18 児童の言った日本語表現を英語に変えて言う  11 13 11 
19 児童の間違いを正しく言い換える  10 12 10 
気付きを促す
20 発音の模範を示す  9 10 11 
21 表現の一部を強調したり大きい声で言ったりする  12 12 12 
22 状況を描写する                                 6 6 8 
非言語コミュニケーション
 
23 話すスピードを調節する  12 13 12 
24 間をとる  12 12 11 
25 ジェスチャーをする  13 13 13 
26 表情を工夫する  12 12 13 
27 目線を合わせる  12 13 13 
28 声のトーンを変える  12 11 13 
29 体の向きを児童に向ける  13 13 12 
 
 
4.2 児童の変化  













4 7 6 年  ①児童の発話を引き出す表現(絵本の読み聞かせ) 
5 9 3 年  ①児童にわかりやすい伝え方(paraphrase) 
6 9 3 組・2 年  ①児童にわかりやすい伝え方(MERREIER Approach) 
 
4．結果と考察   
 
4.1 指導者の変化  
第 1 回の指導者アンケート(5 月)で，使う(「とても使う」，「少し使う」)と回答した
教員が 7 人以下だった項目は，「8．表現を言い換える」(7 人)，「11.児童に様々な発問
をする」(7 人)，「13.児童の発話に対してさらに発問する」(5 人)，「22.状況を描写する」












表 2 指導者アンケート(N=13)  
項目 
使うと回答した教員の数
第 1 回  第 2 回  第 3 回
授業進行
 
1 授業の始まり・終わりの挨拶をする  13 13 13 
2 天候や日付など，身の回りのことについて尋ねる  9 10 11 
3 活動を進めるために指示を与える  13 13 13 
4 児童を誉めたり励ましたりする  13 12 12 
理解を促す
 
5 授業で使う表現を示す  12 13 13 
6 必要に応じて表現(の一部)を繰り返す  11 13 13 
7 具体例を挙げる  10 11 10 
8 表現を言い換える  7 8 10 
9 デモンストレーションでやり取りを示す  11 13 13 
10 活動で取り上げている内容について児童に問う  12 12 13 
 
11 児童に様々な発問をする             7 8 9 
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して 9 年間を次の 3 つのブロックに分けている。前期ブロック（１～４年），中期ブロック
（５～７年），後期ブロック（８・９年）の区分で，教職員もそれぞれのブロックに所属し，
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